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感染症等の非常時における家庭での子どもへの生活支援に関する資材作成 

 

研究協力者：澤田 なおみ（国立成育医療研究センター社会医学研究部） 

研究分担者：小川 しおり（名古屋大学 総合保健体育科学センター） 

研究協力者：上島 奈菜子（駒澤大学文学部心理学科） 

山脇 かおり（国立障害者リハビリテーションセンター病院 小児科・児童精神科） 

研究代表者：石塚 一枝 （国立成育医療研究センター 社会医学研究部） 

研究要旨 

【目的】新型コロナウイルス感染症流行下のような非日常に、乳幼児から学童の子どもをもつ

保護者向けに、子どもの心身の様子の注意点や対応方法について情報共有する資料を、子ども

に関わる多職種の専門家が連携して作成する。 

【結果】『非日常がこどもの心と身体にもたらす変化にどう気づく？どう対応する？―小児

医療の専門家から保護者の皆さまへのアドバイス』と題した21ページからなる資料が完成し

た。乳幼児編と学童編に分けて、生活の様々なシーン別に、4つの視点（「こんな様子に気

をつけて」「相談をする目安」「小児医療の専門家から一言」「おうちでもできること」）

で子どもの心身の変化と対応法を示した。さらに、保護者のメンタルヘルス、子どもを取り

まく地域の相談先、子どもの発達や子どもと保護者の心理の状況の評価法についても補足し

た。 

【考察】新型コロナウイルス感染症流行下のような非日常での子どもや子育てに焦点を当て

た資料はこれまでに多くはないが、既存の資料との違いは、不要不急の外出を控えなければ

ならない可能性に備えて、保護者に向けてわかりやすく行動しやすい情報提供の内容と形式

にしたことである。日常的に使われている乳幼児健診に関する資料や、危機的状況下での子

どもへの心理的応急処置の資料なども参考にした。 

【結論】新型コロナウイルス感染症流行下のような非日常が、子どもの心と身体にもたらす変

化について、乳幼児から学童の子どもをもつ保護者が知っておくと有用であると考えられた

ポイントについてまとめた資料を多職種連携で作成した。今後、オンライン上でのダウンロー

ドや医療・福祉関係機関での配布により広く活用されることを目指す。 
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Ａ．目的 

新型コロナウイルス感染症流行下のような社会

環境が大きく変わる非日常に直面した際に、乳

幼児から学童の子どもをもつ保護者が、子ども

の心身の様子について注視すべき事項や、気に

なる様子があった場合の対応方法について、小

児医療の専門家監修のもと、エビデンスに基づ

いた情報をわかりやすく共有する。 

 

Ｂ．方法 

本資料の対象者は、乳幼児から学童までの子ど

もをもつ保護者を想定し、疾病や発達障害の有

無、および、子育ての困り感の程度によらない

population approach を採用した。 

 

本資料を作成するにあたって、研究事業内の小

川・内藤による「評価指標」や小林による「文献

レビュー」で得られた内容を基盤にした。 

 

どのような内容、表現、デザインにするかは、研

究分担者 4 名および研究代表者 1 名でオンライ

ンミーティングを 4 回（2024 年 5 月、7 月、9

月、10 月）にわたっておこない調整した。 

 

研究分担者には、児童精神科医、小児科医、心理

士、小児医療コミュニケーション研究者という

子どもの心身の健康に取り組む専門家が参加し

ており、これらの多職種の視点のもとで協議し

た。 

 

また、本研究に携わる研究分担者、研究協力者、

こども家庭庁からの参加者を交えた班会議にお

いても、本資料に関するフィードバックをもら

い反映した。 

 

本資料の目標は、保護者が読むことで、「何に気

をつけたらいいかわかった」（理解の向上）、「な

んらかの対応をできそうかも」（自己効力感の向

上）となることを目指すと同時に、プレッシャー

と感じないか、責められているように感じたり

不安を煽られるような表現となっていないか留

意し、なるべく「安心感」のある読後感となるよ

う表現を工夫した。 

 

本資料の配布方法は、1)本研究事業に携わる者が

所属する機関などのウェブサイトにアップロー

ドし、どなたでも閲覧やダウンロードが可能な

状態とすることを計画した。このようにオンラ

イン上にデータを掲載することで、1)保護者に直

接読んでいただくこと、2) 乳幼児健診、子育て

支援施設、一般のかかりつけ小児科医による診

療等、子どもに関わる専門職から、保護者に向け

て周知・配布いただくことを想定した。 

 

上記の配布方法に合わせて、パワーポイントで

データを作成し、PDF ファイルで保存すること

で、オンライン上での閲覧と印刷での使用がど

ちらもおこないやすいように配慮した。 

 

さらに、読者が一般の人々であることから、医学

専門用語を避け、わかりやすい文言や表現を選

択した。ページ数や各ページ内の情報量は多す

ぎないように注意した。 

 

Ｃ．結果 

別図 A を参照。 

 

全 21ページからなる資料となった。タイトルは、

『非日常がこどもの心と身体にもたらす変化に

どう気づく？どう対応する？ ―小児医療の専

門家から保護者の皆さまへのアドバイス』とし

た。 

 

まず、乳幼児と学童でページを分けることで、年

齢発達段階に応じた変化を捉えやすくした。乳

幼児編では、発達、睡眠・食事、園生活、家庭生

活について取り上げた。学童編では、生活習慣、

食事、学校生活、家庭生活について取り上げた。

これらのテーマは、研究事業内の小川・内藤によ

る「評価指標」の区分にもとづいて決定した。 

 

各テーマ内では、4 つの視点「こんな様子に気を

つけて」「相談をする目安」「小児医療の専門家か

ら一言」「おうちでもできること」から保護者の

方々に情報提供した。 

 

1)「こんな様子に気をつけて」では、子どもの心

身の様子で変化があらわれやすいポイントにつ

いてチェックリスト形式で表示した。 

 

2)「相談をする目安」では、非日常の状況では相

談に行くことすらもはばかられる（例：医療機関

への受診控えなど）ことから、相談するかどうか

の判断の目安となる事柄を紹介した。このよう

な状況がみられたらぜひ相談してほしいという、

保護者を後押しするような内容になるよう意識

した。 

 

3)「小児医療の専門家から一言」では、子どもの

気になる様子が出てくる背景や対処法について

具体的な助言を掲載した。医療が逼迫した場合
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には、こうした助言を直接聞いたり、ゆっくり話

し合ったりする時間がない可能性を想定してメ

ッセージを作成した。 

 

4)「おうちでもできること」では、非日常の状況

において相談するのをためらったり迷ったりす

る間でも、家庭内で保護者が今すぐに試してみ

ることができる工夫を紹介した。 

 

参考資料として、「保護者の皆さま あなたのこ

ころ」「相談先」「専門家がつかう評価法」につい

て補足した。 

 

「保護者の皆さま あなたのこころ」では、保護

者に対して自身のメンタルヘルスを大切にして

ほしいというメッセージやその具体的な手段

（セルフケア）を、心理士の視点で作成した。非

日常の状況下では、子どもだけでなく保護者を

含めた大人のメンタルヘルスも影響を受け、大

人のメンタルヘルス（の状態）がまた子どもに影

響を与えうることから、子どもに関する情報提

供だけでなく、保護者にも自身の心身の様子を

振り返ってもらう機会とした。 

 

「相談先」では、保護者にとって、相談するとい

う行為自体のハードルが高く、どのようなとこ

ろに相談すればよいかわからない場合に備えて、

地域に必ずあることが想定される子どもや子育

てに関する相談先を、具体例を挙げて示した。子

どもを取り巻く地域機関のうち、園や学校、医療

機関、保健機関、子ども家庭センターなど、教育・

保健医療・福祉にまたがって例を挙げた。また、

相談先を探すために信頼できる情報検索窓口を

保護者の方々に知っていただくために、こども

家庭庁の相談窓口検索用のウェブサイトや、子

どもの心の診療ネットワーク事業のウェブサイ

トをあわせて紹介した。 

 

「専門家がつかう評価法」では、子どもの心身で

気になる様子があった際や、保護者の心の不調

が懸念された際に、医療機関などで行われる可

能性がある発達検査や心理検査についての簡単

な紹介文を掲載した。 

 

Ｄ．考察 

本資料のように、新型コロナウイルス感染症流

行下のような非日常での子どもや子育てに焦点

を当てた資料は多くはないが、2020 年以降の新

型コロナウイルス感染症流行中にいくつか開発

されてきた。例えば、国立成育医療研究センター

のこころの診療科・子どもリエゾン室や、同コロ

ナ×こども本部の資料がある。本資料は、このよ

うな国立成育医療研究センターで開発された資

料も参考にしながら、保護者が子どもの変化や

その対応について理解・判断し、行動しやすくな

るような情報に絞って資料を作成した。 

 

これまで、「平時」の子育てにまつわる重要なポ

イントや注意点をまとめて保護者向けに提示し

た様々な資料が、公的機関や民間機関から公表

されてきた。国内では乳幼児健診、米国では

Bright Futures などがある。非日常と日常は地

続きであり、上記のような日常での対応のポイ

ントも参考にしたが、膨大な情報量にならない

よう、重要かつ困りごとの頻度が高いものや、非

日常時に顕在化しやすいものを中心に解説する

ようにした。 

 

逆に、「危機的状況下」の子どもへの対応にまつ

わる資料もいくつか公表されている。例えば、地

震や事故など、緊急度が高く危機的な出来事に

直面した子どもには、「子どものための心理応急

処置」(Psychological Fist Aid for Children; PFA）
※が必要となる。危機的状況下で子どもが示す反

応は、新型コロナウイルス感染症流行下のよう

な非日常の環境で子どもが示す反応と共通する

部分があるが、今回の研究では、PFA の項目と

の比較と検討は行わなかった。今後本資料をさ

らに充実させる機会があれば、こうした内容も

補う必要があるだろう。 

※人道支援の国際ガイドラインで推奨されてお

り、WHOなどがPFAの研修マニュアルを発行。 

 

Ｅ．結論 

新型コロナウイルス感染症流行下のような非日

常が、子どもの心と身体にもたらす変化につい

て、乳幼児から学童の子どもの保護者に知って

いただきたいポイントについてまとめた資料を、

子どもに関わる多職種の専門家が連携して作成

した。保護者向けの資料については厚生労働科

学研究成果データベースよりダウンロード可能
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である。 
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